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好天に恵まれ、さわやかな汗を流しました

　11月13日（日）、第22回仏の里くにさきとみ
くじマラソン大会が開催され、国内各地から
集まった過去最高の４１６０人が「開運ロー
ド富来路」を走りました。また、今年も特別
ゲストの藤波辰爾さんや資生堂ランニングク
ラブの選手が大会を盛り上げました。

地域雇用創造推進事業
（パッケージ事業）に取り組みます
受章・受賞おめでとうございます
まちの話題
くらしの情報コーナー
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【
現
状
と
事
業
採
択
】

　

長
期
に
わ
た
る
景
気
の
低
迷
等
を
背

景
に
、
雇
用
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

さ
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か

つ
て
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
農
林
水
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
も
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
就
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
拡
大
等
の
問
題

が
深
刻
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
国
東
市
の

特
性
に
合
っ
た
雇
用
を
創
出
す
る
た
め

の
取
り
組
み
方
針
と
事
業
計
画
を
つ
く

り
、
厚
生
労
働
省
へ
提
案
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
ほ
ど
採
択
が
決
定
し
、
12

月
か
ら
国
の
委
託
を
受
け
て
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
事
業
期
間
は
平
成
26
年

３
月
ま
で
の
予
定
で
す
。

【
事
業
の
内
容
】

　

こ
の
事
業
で
は
、
大
き
く
分
け
て
３

つ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
人
材
育
成
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

雇
用
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（Ⅰ）　

雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
事
業

主
に
対
し
て
企
画
力
や
経
営
体
質
の
強

化
に
つ
な
が
る
研
修
機
会
を
提
供
し
て
、

事
業
の
拡
大
や
安
定
に
よ
る
雇
用
の
創

出
を
目
指
し
ま
す
。

（Ⅱ）　

人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
共
通
し
て
必
要
な
提
案
能
力
、

分
析
能
力
、
接
客
能
力
な
ど
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、「
自

然
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
分
野
」「
伝
承
・

環
境
分
野
」「
お
も
て
な
し
・
も
っ
た
い

な
い
分
野
」
の
３
つ
の
地
域
重
点
分
野

を
設
定
し
、
地
域
資
源
の
再
発
見
と
有

効
活
用
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

（Ⅲ）　

就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
研
修

や
講
習
等
の
情
報
提
供
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

説
明
会
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
企
業
合
同
就

職
説
明
会
を
開
催
し
、
事
業
主
と
求
職

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
の
提
供
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
取
り
組
む
内
容
】

　

人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
次
の
よ

う
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

①
自
然
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
分
野

　

豊
か
な
農
林
水
産
物
を
使
っ
た
も
の

の
生
産
・
加
工
の
知
識
や
技
術
を
獲
得

す
る
人
材
育
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

風
力
や
水
力
を
小
規
模
発
電
で
電
力
に

変
え
る
仕
組
み
づ
く
り
と
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま

す
。

②
伝
承
・
環
境
分
野

　

七
島
イ
等
の
伝
統
産
業
の
再
生
と
、

そ
の
生
産
・
加
工
が
で
き
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
の
活
用
を
促
進
で
き
る
人
材
を

育
成
し
ま
す
。

③
お
も
て
な
し
・
も
っ
た
い
な
い
分
野

　

国
東
ら
し
さ
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て

構
築
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
ま

た
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
視
点
で
地

域
資
源
を
新
た
な
産
品
に
つ
な
げ
る
仕

組
み
づ
く
り
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し

ま
す
。

【
国
東
市
雇
用
促
進
協
議
会
を
設
立
】

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
を
活
用
し
て
人
材

育
成
事
業
を
実
施
し
、
雇
用
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
国
東
市
、
経
済
団

体
、
そ
の
他
地
域
団
体
で
構
成
さ
れ
る

協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

く
に
さ
き
で
働
く
喜
び
み
つ
け
ま
す

「
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
」に
取
り
組
み
ま
す

く
に
さ
き
雇
用
創
出
曼ま

ん

荼
　

だ　

羅
　

ら　

〜
雇
用
を
創
出
し
続
け
る
ワ
ク
ワ
ク
循
環
〜

ス
パ
イ
ラ
ル

　
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
雇
用
の
拡
大
や
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
地
域
雇
用
創
造

推
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
雇
用
失
業
情

勢
の
厳
し
い
地
域
が
、
地
域
の
創
意
工
夫
や
発
想
を
活
か
し
て
雇
用
を
創
出
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
人
材
育
成
や
就
職
促
進
の
た
め
の
事
業
を
提
案
し
、
厚
生
労
働
省
か

ら
採
択
さ
れ
る
と
国
の
委
託
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

健康
体と心の健康
人生の健康

環境

伝承

自然

もったい
ない

おもてなし

農林水産物

絞り食材

循環

エネルギー

文化

七島イ

BDF

廃校利用
自然素材オセッタイガイド

ツーリズム

まるごと
食材

（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）

11月24日（木）約70人が参加したアストくにさきでの事業説明会
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◆ 日 程 表（12月分）◆ ※研修内容・テーマ・講師・日時・会場を掲載しています。

※セミナー内容や講師は変更になる場合があります。

Ⅰ　雇用拡大メニュー
デザイン＆コンセプト研修
第①回　コンセプト力
　　　　～起業としての普遍と変化～
　　　　講師：本　山　秀　樹
　　　　12月13日（火）　午後７時～９時
　　　　アストくにさき　創作室

Ⅱ　人材育成メニュー
⑴共通スキルパワーアップ研修による
　人材育成事業
企業・就職のための
基本スキルパワーアップ研修
第①回　地元起業家の体験に学ぶ
　　　　講師：矢　野　誠　治
　　　　12月12日（月）　午後７時～９時 
　　　　アストくにさき　創作室　　

第②回　地元起業家の体験に学ぶ
　　　　講師：細　田　利　彦
　　　　12月19日（月）　午後７時～９時
　　　　アストくにさき　創作室

⑵分野別スキル＆創造力向上研修による
　人材育成メニュー
①自然・エネルギー活用分野
国東の自然を再発見し
有効利用できる人材育成研修
第①回　地産地加地消講義　
　　　　講師：本　山　秀　樹
　　　　12月14日（水）　午後７時～９時　
　　　　アストくにさき　創作室　

第②回　農林水産加工技術講義＆実技 儲かる農産物加工　
　　　　講師：林　　　浩　昭
　　　　12月21日（水）　午後７時～９時　
　　　　アストくにさき　食文化実習室　

第③回　農林水産加工技術実技　伝承加工　薬膳的加工
　　　　講師：矢　野　忠　則
　　　　12月24日（土）　午後２時～４時
　　　　アストくにさき　食文化実習室

国東のエネルギーを再発見し
有効利用できる人材育成研修　
第①回　風力・水力利用による発電システムの基礎編１
　　　　講師：林　　　正　基
　　　　12月16日（金） 午後７時～９時
　　　　アストくにさき　創作室　

第②回　ＢＤＦ活用基礎編１　
　　　　講師：本　山　秀　樹
　　　　12月22日（木） 午後７時～９時
　　　　アストくにさき　創作室　

②伝承・環境分野
国東の伝承を再発見し
有効利用できる人材育成研修
第①回　七島イの生産・加工技術を雇用につなぐ 
　　　　 講師：中　野　伸　哉
　　　　12月15日（木）　午後２時～４時　
　　　　アストくにさき　創作室   　　

第②回　七島イの生産・加工技術を学ぶ
　　　　 講師：細　田　利　彦
　　　　12月22日（木）　午後２時～４時
　　　　アストくにさき　創作室

国東の環境を再発見し
有効利用できる人材育成研修
第①回　空き空間有効利用
　　　　講師：塩　塚　隆　生
　　　　12月17日（土）　午後２時～４時　
　　　　アストくにさき　創作室    

第②回　環境配慮型自然素材
　　　　～目からウロコ。自然素材を見直す～１
　　　　 講師：本　山　秀　樹
　　　　12月23日（金）　午後７時～９時
　　　　アストくにさき　創作室

③おもてなし・もったいない分野
国東のおもてなしを再発見し
有効利用できる人材育成研修
第①回　(子の刻）
　　　　「くにさきツーリズムへの道標
　　　　　　　　　～国東らしさを追求する～」 
　　　　講師：三　河　明　史
　　　　12月14日（水）　午後３時～５時　
　　　　いこいの村国東

第②回　(丑の刻）
　　　　「外から見た国東の魅力
　　　　　　　　～国東らしさに自信を持つ～」
　　　　 講師：山　岡　研　一
　　　　12月21日（水）　午後２時～４時
　　　　武蔵保健福祉センター　ホール

国東のもったいないを再発見し
有効利用できる人材育成研修
第①回　まるごと食材活用基礎編１
　　　　(ペットフード　一物全体）
　　　　講師：本　山　秀　樹
　　　　12月15日（木）　午後７時～９時　
　　　　ごえんざ（国東町鶴川）

第②回　国東のモッタイナイ資源発掘＆活用基礎編1
　　　　講師：中　野　伸　哉
　　　　12月20日（火）　午後２時～４時
　　　　ごえんざ（国東町鶴川）
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受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

国
東
市
文
化
の
日
表
彰

秋　

の　

叙　

勲

大
分
県
功
労
者
表
彰

功
労
表
彰

別
宮
社
流
鏑
馬
保
存
会

（
山
本
勝
重
会
長
・
国
見
町
伊
美
）

　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
別

宮
社
流
鏑
馬
を
、
長
年
に
わ
た

り
地
域
住
民
総
が
か
り
で
伝

承
・
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

旭
日
双
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

諸　

冨　
　
　

忠　
さ
ん

（
安
岐
町
矢
川
）

元
国
東
市
議
会
議
員

瑞
宝
小
綬
章

（
教
育
功
労
）

溝　

部　

宗　

德　
さ
ん

（
国
東
町
原
）

元
公
立
高
等
学
校
長

大
分
県
知
事
表
彰

（
地
方
自
治
功
労
）

𠮷　

水　

國　

人　
さ
ん

（
安
岐
町
両
子
）

国
東
市
議
会
議
員

栄
誉
章
表
彰

河　

野　

和　

明　
さ
ん

（
安
岐
町
成
久
）

　

第
66
回
国
民
体
育
大
会
ク

レ
ー
射
撃
競
技
成
年
ス
キ
ー
ト

で
、
個
人
２
位
、
団
体
３
位
に

入
賞
。
45
年
ぶ
り
の
競
技
別
総

合
優
勝
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰

岩　

﨑　

熊　

夫　
さ
ん

（
武
蔵
町
古
市
）

　

武
蔵
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

身
体
障
害
者
用
駐
車
場
カ
ー

ポ
ー
ト
の
整
備
に
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

岩　﨑　熊　夫 さん

11月３日（木）、アストくにさきで国東市文化の日表彰式が行われました。

長
年
の
功
績
を
た
た
え
る
秋
の
叙
勲
を
、国
東
市
か
ら
次
の
方
々
が
授
章
さ
れ
ま
し
た
。

べ
つ
ぐ
う
し
ゃ　
や　
ぶ　
さ　
め
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市
で
は
、
高
齢
者
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
民
生
委
員

を
通
じ
て
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
「
あ
ん
し
ん
バ
ト
ン
」
を
希
望
者
に

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
新
し
い
子
ど
も

手
当
制
度
が
開
始
さ
れ
、
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
全
て
の
方
の
申
請
が
必
要

安心を備えましょう

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

「
あ
ん
し
ん
バ
ト
ン
」を
配
布
し
ま
す
！

○
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
っ
て
な
に
？

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は
、
急
病

な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、
か
か
り
つ
け

医
療
機
関
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
情
報

を
記
載
し
た
用
紙
を
、
専
用
の
容
器
に

入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
き
、
緊

急
時
に
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員
等
が
適

切
な
救
急
医
療
活
動
を
行
う
た
め
に
活

用
す
る
も
の
で
す
。

○
な
ん
で
冷
蔵
庫
？

　

ほ
と
ん
ど
の
ご
家
庭
で
冷
蔵
庫
は
台

所
に
あ
る
の
で
、
い
ち
早
く
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
は

頑
丈
で
す
の
で
、
災
害
時
等
で
も
キ
ッ

ト
を
取
り
出
す
事
が
で
き
ま
す
。

○
配
布
の
対
象
は
？

　

国
東
市
内
に
居
住
す
る
、
65
歳
以
上

（
昭
和
22
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

の
方
の
み
で
生
活
さ
れ
、
配
布
を
希
望

す
る
世
帯
で
す
。

○
ど
こ
で
も
ら
え
る
の
？

　

キ
ッ
ト
の
配
布
は
無
料
で
す
が
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
民
生
委
員
を
通

じ
て
、
申
し
込
み
と
配
布
を
行
い
ま
す
。

12
月
か
ら
、
来
年
３
月
ま
で
、
順
次
、

民
生
委
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
民
生
委
員

に
提
出
す
れ
ば
、
そ
の
場
で
キ
ッ
ト
を

配
布
し
ま
す
。

○
ご
利
用
の
際
に
あ
ら
か
じ
め

　
ご
了
承
く
だ
さ
い

・
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
救
急
隊

が
救
急
活
動
に
必
要
と
判
断
し
た
場

合
に
活
用
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
救

急
活
動
に
よ
っ
て
は
活
用
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

・
救
急
活
動
の
際
、
本
人
や
同
居
人
等

の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
冷
蔵
庫
の

扉
を
開
け
て
キ
ッ
ト
を
取
り
出
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
本
人
の
状
態
等
に
よ
っ
て
は
、
か
か

り
つ
け
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
保
管
し
た
情
報
は
、
常
に
最
新
の
も

の
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

１
．
印
鑑
（
認
め
印
）

２
．
請
求
者
の
保
険
証
の
写
し

３
．
請
求
者
名
義
の
通
帳

４
．
請
求
者
と
児
童
（
高
校
生
含
む
）

が
単
身
赴
任
等
で
別
居
し
て
い
る
方

は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

・
別
居
家
族
世
帯
全
員
の
住
民
票
の

写
し

・
申
立
書
（
申
立
書
の
用
紙
は
、
市

役
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

■
申
請
期
限

　

平
成
23
年
12
月
末
ま
で
に
申
請
を
す

れ
ば
、
10
月
分
か
ら
の
手
当
を
平
成
24

年
２
月
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

福　
祉　
事　
務　
所　

福　
祉　
対　
策　
課　
　

☎
０
９
７
８―

72―

５
１
６
４

　

国
見
総
合
支
所　

地
域
市
民
健
康
課　
　

☎
０
９
７
８―

82―

１
１
１
２

　

武
蔵
総
合
支
所　

地
域
市
民
健
康
課　
　

☎
０
９
７
８―

68―

１
１
１
２

　

安
岐
総
合
支
所　

地
域
市
民
健
康
課　
　

☎
０
９
７
８―

67―

１
１
１
４

福 祉 の ペ ー ジ
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豆
類
経
営
改
善
共
励
会

集
落
み
ん
な
で
農
業
を
守
る

農
事
組
合
法
人
「
志
和
利
」「
原
」
設
立

「原」効率的な農業を継続し、次世代に引き継げる組織を目指します

大
活
躍
！　

シ
カ
囲
い
ワ
ナ

熊
毛
小
学
校
６
年
生
が「
炭
焼
き
」体
験

　

11
月
２
日
（
水
）、
大
分
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
主
催

の
第
37
回
大
分
県
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
の
表
彰
式
が
、

大
分
県
教
育
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
産
技
術
や
品
質
の
向
上
を
目
指
し
、
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
う
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
個
人
の

部
の
最
優
秀
賞
を
河
野
洋
一
さ
ん
（
安
岐
町
向
陽
台
）、
奨

励
賞
を
栗
田
捷
洋
さ
ん（
国
東
町
北
江
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

河
野
さ
ん
は
、
大
規
模
水
田
農
業
と
施
設
園
芸
を
複
合

経
営
し
て
お
り
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
経
営
規

模
・
技
術
を
有
し
、
県
平
均
を
大
き
く
上
回
る
高
い
収
量
を
確
保
し
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

大
分
県
の
鳥
獣
被
害
対
策
モ
デ
ル
集
落
計

画
で
重
点
地
区
（
戦
う
集
落
）
に
選
定
さ
れ

て
い
る
国
見
町
赤
根
地
区
で
は
、
県
の
シ
カ

誘
導
捕
獲
モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
て
「
シ
カ

囲
い
ワ
ナ
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ナ
は
、
高
さ
約
３
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
の

延
長
約
50
メ
ー
ト
ル
の
大
型
の
も
の
で
、
東

部
地
域
鳥
獣
被
害
現
地
対
策
本
部
（
県
東
部

振
興
局
、
市
、
猟
友
会
等
で
構
成
）
関
係
者

と
地
元
集
落
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
９
月
末

に
２
日
間
か
け
て
設
置
し
た
も
の
で
、
設
置

後
１
カ
月
間
は
ワ
ナ
の
仕
掛
け
を
作
動
さ
せ

ず
に
餌
付
け
を
行
い
、
11
月
６
日
か
ら
捕
獲
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
２
日
目
に
シ
カ

１
頭
、
４
日
目
に
は
シ
カ
２
頭
、
５
日
目
に
は
イ
ノ
シ
シ
７
頭
が
捕
獲
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
、
苦
労
し
て
設
置
し
た
ワ
ナ
が
効
果
を
発
揮
し
て
集
落

の
被
害
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
今
後
も
期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

11
月
17
日（
木
）、
国
見
町
岐
部
の
岐
部

林
研
グ
ル
ー
プ
炭
窯
で
、
熊
毛
小
学
校
６

年
生
10
人
が
、
炭
焼
き
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
岐
部
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
（
安

部
秀
寿
会
長
）
の
指
導
で
、
児
童
が
力
を

合
わ
せ
て
原
木
を
窯
に
運
び
込
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
窯
の
燃
料
用
の
竹
を
、
の
こ
ぎ

り
を
使
っ
て
小
さ
く
切
る
作
業
や
、
窯
の

入
り
口
を
レ
ン
ガ
で
ふ
さ
ぐ
作
業
の
手
伝

い
を
し
た
後
、
児
童
み
ん
な
で
窯
に
火
を

つ
け
、
勢
い
よ
く
炎
が
上
が
る
と
歓
声
が

森
林
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
炭
が
焼
き
あ

が
っ
た
後
、
今
度
は
「
炭
出
し
」
体
験
を

行
い
ま
す
。

　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に

よ
る
耕
作
放
棄
の
防
止
や
、

機
械
化
に
よ
る
効
率
的
な
農

業
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域

農
業
の
担
い
手
と
な
る
こ
と

を
目
的
に
、
２
つ
の
農
事
組

合
法
人
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
（
土
）、
武
蔵
町

志
和
利
地
区
の
農
家
44
戸
で

構
成
す
る
農
事
組
合
法
人

「
志
和
利
（
森
信
代
表
理
事
）」

が
発
足
し
ま
し
た
。翌
13
日

（
日
）、
国
東
町
原
地
区
の
農

家
36
戸
で
構
成
す
る
農
事
組

合
法
人「
原（
松
本
一
成
代
表

理
事
）」が
発
足
し
ま
し
た
。

「志和利」地域に根ざした永続的な生産体制を確立していきます

11
月
７
日（
月
）、河
野
さ
ん（
写
真
左
）

が
、
三
河
明
史
市
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
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コミュニティバス「おでかけ号」の利用状況をお知らせしますコミュニティバス「おでかけ号」の利用状況をお知らせします

住民基本台帳の
閲覧者を公表します。住民基本台帳法に基づき、この1年間の国東市の住民基本台帳の閲覧状況をお知らせします。対象者は６件でした。

（平成22年11月１日～平成23年10月31日）

閲覧申出者
㈱日本リサーチセンター

代表取締役社長
鈴　木　稲　博

ＮＨＫ大分放送局
局長　早　見　英　一

㈱日経リサーチ
代表取締役社長
伊　東　信　行

ＮＨＫ大分放送局
局長　早　見　英　一

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長
鈴　木　稲　博

ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部長

関　根　智　江

家計の金融行動に関する
世論調査

６月全国個人視聴率調査

ＯＥＣＤ国際成人力調査

11月全国個人視聴率調査

金融力調査

情報とメディア利用につ
いての調査

平成23年5月10日

平成23年5月17日

平成23年6月14日

平成23年9月6日

平成23年9月14日

平成23年10月18日

国東町見地・中田・大恩寺・富来　16名

安岐町山口・馬渡・山浦・橋上・矢川・天堤・久末
弁分・諸田・中野・小俣・両子・富永・恒清　14名

武蔵町麻田・手野・吉広　　　　　37名

安岐町山口・馬渡・山浦・橋上
矢川・天堤・久末・弁分・諸田　　14名

国見町中・櫛来　　　　　　　　　21名

安岐町下原港７区・８区
下原中９区・11区　　　　　　　  12名

利用目的 閲覧年月日 閲覧にかかる住民の範囲

　全路線を合計した平成23年度の上半期（４月～９月）の平均乗車数は、平成22年度の
年間の平均乗車数とほぼ同数となっています。

●平成23年度　国東市コミュニティバス「おでかけ号」乗車数集計表

　事前の申し込みや、手続きはいりません。積極的なご利用をお願いします。
　なお、利用の際には市報５月号に折り込みました時刻表をご覧ください。

平成23年4月～9月

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

向田・浜陽線
松ヶ迫・小ヶ倉線

吉松線
志和利線

深江・寺山線
堅来線
赤松線
油留木線
治郎丸線
山口線
櫛来線

鬼籠・櫛海線
大熊毛・小熊毛線

小原線
熊毛・長瀬線

国見町・国東町
武蔵町
安岐町
武蔵町
国東町
国東町
国東町
安岐町
国東町
安岐町
国見町
国見町
国見町
国東町
国見町

金
金
木
水
月
火
水
火
金
月
木
水
火
木
月

20.1人
19.0人
10.4人
10.4人
9.8人
9.2人
9.0人
6.5人
6.3人
6.2人
5.3人
4.9人
4.2人
4.0人
3.6人
8.7人

18.5人
18.6人
10.3人
7.4人
9.8人
9.6人
11.0人
5.8人
8.2人
7.2人
5.8人
5.8人
3.6人
3.6人
4.7人
8.7人

1.6人
0.4人
0.1人
3.0人
0.0人

▲ 0.4人
▲ 2.0人
0.7人

▲ 1.9人
▲ 1.0人
▲ 0.5人
▲ 0.9人
0.6人
0.4人

▲ 1.1人
0.0人

1,086人
1,028人
544人
540人
514人
476人
467人
342人
346人
328人
279人
258人
221人
211人
189人
6,829人

路　線　名 運行地域 運行
曜日

平均乗車数(１回の運行あたり)
平成23年度 平成22年度 比較増減

平成23年度
上り下り
乗車数合計

合　　計
☆平均乗車数は朝の下り便と正午前後の上り便の１往復により算出したものです。

コミュニティバス「おでかけ号」は、どなたでも１回 100円の運賃で乗車できます

　コミュニティバスと同じく「地域共通の財産＝公共交通」として路線バスがあります。
　路線バスを維持するために最も重要なことは、実際にみんなでバスを利用することです。
　公共交通の利用促進は地球温暖化防止の有効な手段でもあります。

地域の交通手段の確保と地球環境を守るため公共交通を利用しましょう

問い合わせ　　市民健康課　戸籍住民班　☎０９７８ー７２ー５１６６問い合わせ　　市民健康課　戸籍住民班　☎０９７８ー７２ー５１６６

問い合わせ　　企画課　企画班　☎０９７８ー７２ー５１６１問い合わせ　　企画課　企画班　☎０９７８ー７２ー５１６１
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市内の認可保育園・こども館

認定こども園

伊美保育園

竹田津保育所

熊毛保育所

来浦保育園

富来保育園

オレンジ保育所

武渓保育所

安岐中央保育園

安岐保育所

大恩こども館

むさしこども園

国東こども園

南部こども園

国見町伊美

国見町竹田津

国見町小熊毛

国東町浜

国東町富来浦

国東町原

武蔵町麻田

安岐町中園

安岐町下原

国東町大恩寺

武蔵町糸原

国東町田深

国東町小原

市立幼稚園一覧

５歳児

４・５
歳児

３・４・５
歳児

国見中央幼稚園

竹田津幼稚園

熊毛幼稚園

富来幼稚園

旭日幼稚園

安岐幼稚園

安岐中央幼稚園

平成24年度　保育園の入園受付を行います

平成24年度　市立幼稚園の入園受付を行います

●平成24年４月から保育園に入園を希望される方

●平成24年４月から大恩こども館への入館を希望される方

□受付日時・場所
日時　平成 24年１月 23日（月）～ 27日（金）　
　　　午前９時～午後５時
場所　福祉事務所家庭福祉班・各総合支所地域市民健康課
※むさしこども園・国東こども園・南部こども園は、認
　定こども園のため、直接こども園で受付をお願いします。

 □必要なもの
１　保育所入所申込書
　福祉事務所家庭福祉班・各総合支所地域市民健康課で
お渡ししますので、受付日以前にお越しください。
在園児の方は「保育所現況届」を保育園でお渡しします。
２　印鑑
３　平成23年分源泉徴収票
※平成23年１月２日以降に国東市に転入された方は、他
　の書類が必要な場合があります。
　詳しくは、お問い合わせください。
※原則として、昼間家庭保育ができない児童が対象にな
　ります。
　上記受付期間以外でも受付を行いますが、多数の入園
希望者が予想されますので、在園児、新入園児とも必ず
受付期間内に手続きをしてください。（ただし、受付の
先着順に保育を実施するということではありません。）

□受付日時・場所
日時　平成 24年１月 23日（月）～ 27日（金）　
　　　午前９時～午後５時
場所　大恩こども館・国東市福祉事務所家庭福祉班
□必要書類
１　大恩こども館入館申請書（大恩こども館・国東市福祉事務所家庭福祉班でお渡しします。）
２　印鑑
※原則として、保育に欠けない３歳以上の児童が対象となります。

入園対象児
　５歳児…Ｈ18年４月２日～Ｈ19年４月１日に生まれた幼児
　４歳児…Ｈ19年４月２日～Ｈ20年４月１日に生まれた幼児
　３歳児…Ｈ20年４月２日～Ｈ21年４月１日に生まれた幼児
保　育　料　４、５００円／月
降　園　時　間　午後２時
入園申込書　各市立幼稚園、学校教育課で、入園希望者に直接
　　　　　　お渡しします。
受　付　期　間
　平成 23 年 12 月 14 日（水）～平成 24 年１月 13 日（金）
　午前９時～午後４時 30 分
　（ただし、土・日・祝日及び年末年始を除く） 
受　付　場　所　入園希望者は申込書に必要事項をご記入のうえ、
　　　　　　希望する幼稚園へ提出してください。 

　　　　　　　福祉事務所家庭福祉班　　　　　　☎０９７８ー７２ー５１６４
問い合わせ　　国見総合支所　地域市民健康課　　☎０９７８ー８２ー１１１２　　　　　　　武蔵総合支所　地域市民健康課　　☎０９７８ー６８ー１１１２
　　　　　　　安岐総合支所　地域市民健康課　　☎０９７８ー６７ー１１１４

　　　　　　　福祉事務所家庭福祉班　　　　　　☎０９７８ー７２ー５１６４
問い合わせ　　国見総合支所　地域市民健康課　　☎０９７８ー８２ー１１１２　　　　　　　武蔵総合支所　地域市民健康課　　☎０９７８ー６８ー１１１２
　　　　　　　安岐総合支所　地域市民健康課　　☎０９７８ー６７ー１１１４

問い合わせ　　国東市教育委員会学校教育課　　　☎０９７８ー７３ー００６６問い合わせ　　国東市教育委員会学校教育課　　　☎０９７８ー７３ー００６６



9 2011.12

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　
　

環
境
衛
生
課　
　

☎
０
９
７
８
ー
72
ー
９
０
０
１

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

節
電
に
ご
協
力
を

　

原
子
力
発
電
所
の
停
止
に
伴
い
、
今
後
の
電
力
需
給

は
厳
し
い
見
通
し
で
す
。

　

冬
の
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
12
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
、
で
き
る
だ
け
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
、
12
月
26
日（
月
）〜
平
成
24
年
２
月
３
日

（
金
）の
平
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時
（
12
月
29

日
〜
１
月
４
日
は
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
５
％
以
上
の

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
で
の
取
り
組
み
の
例

注
意

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
ガ
ス
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
を
使
用
す
る
場
合
は
、
一
酸
化
炭
素
中

毒
に
な
ら
な
い
よ
う
に
必
ず
換
気
を
し
、
ま
た
火
災
に
な
ら
な
い

よ
う
に
洗
濯
物
や
布
団
を
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
時
は
凍
結
に
注
意

　

冬
場
に
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
や
、
気
温
が
氷

点
下
４
℃
以
下
に
な
る
と
水
道
が
凍
結
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
屋
外
、
北
側
で
日
が
当
た
ら
な
い
場
所
、

風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
水
道
管
な
ど
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

●
予
防
対
策

　

屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管
は
、保
温
材（
発
砲

ス
チ
ロ
ー
ル
）
な
ど
を
巻
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　

メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
中
に
使
い
古
し
の
毛
布
や
布
切
れ
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
等
を
入
れ
る
と
保
温
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
凍
結
し
た
と
き
は
・
・
・

　

自
然
に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ
ル
な
ど
を
巻

き
付
け
て
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ

い
。

※

熱
湯
だ
と
水
道
管
を
破
裂
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
万
一
、水
道
管
が
破
裂
し
た
ら
・
・
・

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
漏
水
に
つ
い
て

は
、
使
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、
水
道
工
事
店
（
市
の

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
）
へ
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
凍
結
が
原
因
と
な
る
漏
水
や
、
地
上
に
出

て
い
る
配
管
の
漏
水
及
び
給
湯
器
等
の
漏
水
は
減
額

免
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
水
道

管
等
の
管
理
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

＊
重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
室
温
20
℃
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

＊
窓
に
は
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

エアコン照明待機電力

＊
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消
し
ま
し
ょ
う
。

＊
リ
モ
コ
ン
で
は
な
く
、
本
体
の
主
電
源
を
切

り
ま
し
ょ
う
。

＊
使
わ
な
い
機
器
は
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

水
道
管
の
凍
結
に

　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

水
道
メ
ー
タ
ー
（
メ
ー
タ
ー
ガ
ラ
ス
）
の
破
損
や
、

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
の
漏
水
に
つ
き
ま
し
て
は
上
下
水

道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 　

上
下
水
道
課　
　

☎
０
９
７
８
ー
72
ー
５
１
９
７

　

税
及
び
各
種
使
用
料
等
の
負
担
の
公
平
性
を
確

保
し
、
納
税
者
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
、
徴
収
強

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
も
12
月

を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
滞
納
整
理

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

夜
間
の
納
税
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

納
税
相
談
の
ほ
か
、
市
税
な
ど
の
納
付
も
で
き

ま
す
。
仕
事
帰
り
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時

　
毎
月
10
・
25
日
の
午
後
５
時
〜
８
時

　（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、翌
日
な
ど
の
開
庁
日
）

　
　

※

12
月
は
12
日（
月
）と
26
日（
月
）に
な
り
ま
す
。

業
務
内
容

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
長
寿
医
療
保

険
料
の
納
付
と
納
税
相
談

開
設
場
所

　

国
東
市
役
所
本
庁
１
階　

税
務
課
内

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

収
納
対
策
班

　

☎
０
９
７
８
ー
72
ー
５
１
６
２

　
毎
月
10
・
25
日
の
午
後
５
時
〜
８
時

12
月
は

　
　
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す



あなたが元気で家族も笑顔( ^ ^ )
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　国東市の大切なたからものである子どもたちを、育てているのはお父さん・お母さんだけでは
ありません。忙しいお父さん、お母さんに代わって、今、子育てしているおじいちゃん・おばあ
ちゃん、「孫育て」で悩んでいませんか？
　そんな皆さんのために、下記の学習会を計画しました。
　皆さんお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。全日程参加できなくてもかまいません。参加
ご希望の方は、平成24年１月27日（金）までに下記問い合わせ先まで、ご連絡ください。

武蔵保健福祉センター　　　　　☎０９７８－６８－１１８４
安岐総合支所地域市民健康課　　☎０９７８－６７－１１１４
武蔵保健福祉センター　　　　　☎０９７８－６８－１１８４
安岐総合支所地域市民健康課　　☎０９７８－６７－１１１４

いきいき女性の日いきいき女性の日 あなたが元気で家族も笑顔( ^ ^ )

がん講演会＆子宮がん・乳がん検診のご案内

子宮頸がん
○子宮頸がんは子宮の入り口部分に発生
○早期がんの５年生存率は92.1％
○20～30歳代の若い女性に増加傾向
○20歳から定期的に検診を！！

乳がん

○30～40歳代の女性で乳がんが増加

○早期がんの５年生存率は98.5％と高い

○早期であれば乳房を残すことも可能

※ 自覚症状がないからこそ定期的にがん検診を受けることが大切です！

平成２４年１月２２日（日）武蔵保健福祉センターにて

【体験談】　がんになっても ～希望と、あたりまえの生活を～
講　師　　坂　下　千瑞子 さん

『 がんを体験した医師の私に今できること 』（仮 )
時 間  午前11時～午後０時30分

  
  

検　診

講演会

○ 時　間　　午前９時～11時
○ 内　容　　子宮がん検診　乳がん検診 （マンモグラフィ・超音波）
○ 対象者　　国東市に住民票のある20歳以上の女性（乳がん検診は30歳以上から）
　　　　　　 ただし、今年度、住民健診や人間ドック等ですでに上記の検診を受けた方は受診できません。
○ 女性特有のがん検診“無料クーポン券”が届いており、まだ検診を受けていない方は、この
 　機会にぜひ受診してください！
○ 受診希望者は、【事前申し込み】が必要です。下記の連絡先にお問い合わせください。

会場は、いずれも武蔵保健福祉センターです。

こどもの生活習慣病講演会も行われます。
～子育て中の親から祖父母までどなたでも大歓迎！～

日　時　12月14日（水）午後1時～3時30分
内　容　「こどもの生活習慣病」についてのお話と「こどもに食べさせたいおやつ」の実習があります

第１回 平成２４年１月２８日（土）
午前１０時～正午

孫育て教室
講　師　一般社団法人　大分県助産師会

「今の子育て、昔の子育て」・「祖父母としての

支援」など、今の子育て事情にあったアドバイス

をもらえます。第２回 平成２４年２月１８日（土）
午前１０時～正午
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あなたのこころの健康づくりあなたのこころの健康づくり

問い合わせ問い合わせ 国東保健センター　　　　　　　☎０９７８－７３－２４５０
国見総合支所地域市民健康課　　☎０９７８－８２－１１１２
国東保健センター　　　　　　　☎０９７８－７３－２４５０
国見総合支所地域市民健康課　　☎０９７８－８２－１１１２

ひとりで悩まないで!!
気づく つなぐ 支える

　９月に各戸配布した左上図の小冊子の裏に国東市の現状や相談窓口を掲載しましたが、ご覧に
なりましたか？
　性別と年代別の自殺者数の統計から国東市では男性の自殺者が多く、年代は50～60代の方が多
い傾向にある、最近は20代の自殺者もでてきていることをお知らせしました。自殺の原因・動機
別自殺者数の統計(平成19・20年度)は下図のとおりです。

　自殺の動機として最も多いと言われる「健康問題」が国東市でも一番多く、次に「家庭問題」
そして「経済・生活問題」「勤務問題」と続いています。健康問題のうち精神疾患が多く、内訳
としてうつ病や統合失調症・社会不安症等が見られ、身体疾患では、がんや脳梗塞がある人もい
ました。
　しかし実際には、理由は単一でないと考えられます。さまざまな動機が絡みあっていたり把握
できていないものも多くあると思われます。
　さらに、自殺未遂者は自殺者の10倍にのぼるといわれていますが、国東市でも実態は把握でき
ていません。自殺は本人や家族だけの問題ではなく、もはや社会全体で取り組むべき深刻な問題
となっています。
　私たち一人ひとりが、自殺は決して他人事ではないということを認識し、正しい知識を持つよ
うに努めることが、自殺を防ぐ大きな原動力となります。
　次回は「自殺に追い込まれる人の心理」について詳しくお話していきます。

　　　　　　　　　　激しいせきが続く「マイコプラズマ肺炎」が流行しています。感染予防
はインフルエンザと同じです。帰宅後や食事前のうがい・手洗いを励行し、マスク着用などの
「せきエチケット」を徹底してください。

＊＊＊＊＊＊＊

ご注意！ 感染症

国東地域の平成19・20年度　原因・動機別自殺者の割合

内閣府　地域における自殺の基礎資料から

健康問題
（18人・51.4％）

家庭問題
（６人・17.1％）

経済・生活問題
（４人・11.4％）

勤務問題
（４人・11.4％）

その他
（３人・8.6％）



第21回　夢咲きくにさきふるさとまつり

平成23年度　安岐町ふるさと祭り

第22回　くにみ　ちょるちょる祭り

平成23年度　むさしおいで祭り

梅園カップ２０１１

くにさきの秋まつり

　14回目となる今大会には、海外
からの１選手を含み、全国各地か
ら63選手が参加して、プロとアマ
チュア各クラスで２日間の総合ポ
イントで競われました。
　両日とも小雨まじりのあいにく
の天候でしたが、宝探し大会や抽
選会など、観客も楽しめるビーチ
イベントも行われました。

小学生商い塾開会宣言 姫だこのパスタ早食い選手権

丸太早切り選手権 特製とうふチゲ早食い選手権

黒津崎お祭り広場

コミュニティ広場

竹田津幼稚園・保育所の発表 ウルトラマンマックスショー

みんなんかん周辺

TOMOダンススクールの発表 六郷鬼龍太鼓

スポーツドリンク早飲み大会

武蔵農村公園

安岐町塩屋海岸

　安岐町ふるさと祭りと、くにみちょるちょるまつりの会場では、東日本大震災で被災された皆さんへの支援をお願いしま
した。ふるさと祭りでは、本部受付で1,103円、いむりさんの豚汁売り上げで11,179円、ちょるちょるまつりでは、本部
受付で6,870円のご協力をいただきました。お預かりした義援金は、日本赤十字社を通じて被災地へ届けました。

10月
30日

11月
6日

11月
13日

11月
20日

11月
5,6日



熊毛っ子祭り

国東高校　
ロボット相撲・競技大会で大活躍

今年も大恩小学校から菊のプレゼント

橋のつくりを勉強しました

12

　11月19日（土）、熊毛小学校で熊毛っ子祭り
が開催されました。地域の高齢者の方とレクリ
エーションゲームを楽しんだ後、児童が栽培、
収穫した「さつまいも」を使った料理を参加者
全員でいただきました。その後、地域の独居老
人の方の自宅へさつまいも料理を届けました。

　11月13日（日）に埼玉県で行われた、第19回高
校生ロボット相撲全国大会の自立型部門で、国東高
校が２連覇を果たしました。これは、女子チームと
しては初の全国制覇となります。また、同じく連覇
をねらったラジコン型部門では、惜しくも３位入賞
となりました。
　11月24日（木）、工業技術部のメンバーの皆さ
んが市役所を訪れ、三河明史市長に結果を報告しま
した。また、12月に東京で開催される全日本ロ
ボット相撲大会と、鹿児島で開催される全国高校生
ロボット競技大会へ向けた決意表明を行いました。

　11月２日（水）、大恩小学校の６年生児童６
人が、三浦栄子校長、担任の手島充先生と一緒
に大切に育てた鉢植えの菊を市役所に届けてく
れました。同校では、地域の皆さんの指導で全
校児童が菊作りの取り組んでおり、毎年、市役
所に菊を届けてくれています。当日は、市役所
ロビーで児童代表から川野幸男副市長に鉢植え
の菊が贈られました。

　11月16日（水）、武蔵西小学校で「土木の
日」教室が開催されました。国東土木事務所の
職員が講師となり、｢橋のつくりと津波を学ぼ
う｣というテーマで、校区内で８月に完成した
山口橋の工事と津波の恐ろしさについて学習し
ました。職員の手づくりのクイズやイラストが
スクリーンに映し出されると、子どもたちは興
味深そうに見入っていました。終わりに、橋名
板のレリーフと記念品が贈られ、橋名板の文字
を書いた児童が代表で受け取りました。

三河市長と国東高校の皆さん

川野幸男副市長と大恩小学校の皆さん

全校児童による熊毛っ子エイサー

11月
2日

11月
16日

11月
19日

11月
13日
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11
月
６
日
（
日
）
、
武
蔵
中
央
公
民
館

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
、
学
校
関
係
者
や

地
域
・
保
護
者
等
の
代
表
、
行
政
関
係
者

等
３
５
８
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

「
〝
教
育
の
里
づ
く
り
〞
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

集
い
で
は
、
学
力
向
上
の
取
り
組
み
の

先
進
地
で
あ
る
秋
田
県
大
仙
市
の
三
浦
憲

一
教
育
長
に
、
大
仙
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国

東
市
教
育
委
員
会
か
ら
国
東
市
の
児
童
生

徒
の
学
習
面
・
生
活
面
の
実
態
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
続
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
者

が
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
「
集
会
ア

　

東
日
本
大
震
災
・
津
波
災
害
で
は
、
沿

岸
部
の
学
校
施
設
に
大
き
な
被
害
を
与
え

る
と
と
も
に
児
童
生
徒
や
教
職
員
に
も
多

く
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。

　

各
小
中
学
校
で
は
、
安
全
教
育
の
一
環

と
し
て
計
画
的
に
防
災
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
授
業
中
、
昼
休
み
、
登
下
校

中
な
ど
、
い
ろ
ん
な
場
面
を
想
定
し
て
避

難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
避
難
訓
練

な
ど
防
災
活
動
の
内
容
は
、
家
庭
や
地
域

と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童

生
徒
は
、
地
域
に
い
る
時
間
の
方
が
多
い

こ
と
か
ら
も
、
今
後
は
地
域
で
の
防
災
訓

練
へ
の
参
加
等
、
家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
の

防
災
教
育
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
海
岸
か
ら
の
距
離
が
近
い
学

校
、
海
抜
の
低
い
校
区
（
竹
田
津
小
・
富

来
小
・
武
蔵
東
小
・
安
岐
小
・
国
見
中
）

で
は
、
国
東
土
木
事
務
所
、
国
東
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
松
本
保
会
長
）

の
協
力
を
得
て
、
防
災
教
室
《
土
木
未
来

（
と
き
め
き
）
教
室
〜
地
震
と
津
波
に
つ

い
て
〜
》
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
震
・
津

教
育
だ
よ
り

12月

ピ
ー
ル
」
を
宣
言
し
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
に
関
わ
っ
て
い

く
大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
い
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
、
ご
協
力
に
よ
り
盛
会
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
や
、
学

ん
だ
多
く
の
も
の
を
成
果
と
課
題
と
し
て

整
理
し
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て
今
後
の

施
策
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

〈
主
な
意
見 ―
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り―

 

〉

○
こ
の
よ
う
に
市
民
が
集
ま
り
共
通
意
識

を
持
つ
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
講
演
も
と
て
も
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。

○
学
校
と
地
域
が
一
緒
に
教
育
を
考
え
る

こ
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。
国
東
市
に
力
を
感

じ
ま
し
た
。

○
学
力
や
生
き
る
力
を
伸
ば
す
に
は
、
学

校
の
教
育
力
、
そ
れ
を
支
え
る
地
域
人

材
の
活
用
・
教
育
委
員
会
の
画
期
的
な

教
育
方
針
の
す
べ
て
が
一
体
化
し
て
実

現
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
や

県
の
教
育
費
を
如
何
に
充
実
し
て
い
く

か
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。

波
の
起
こ
る
仕
組
み
や
避
難
の
仕
方
に
つ

い
て
、
ク
イ
ズ
や
ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
、

真
剣
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の
震
災
状
況

を
踏
ま
え
て
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
第
一

に
、
改
め
て
学
校
の
防
災
対
策
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。各
学
校
で
は
、校
区
や
児
童

生
徒
の
実
態
に
即
し
て
防
災
計
画
を
見
直

し
、想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、実
効
性
の
あ

る
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑴
学
校
の
現
状
把
握

　

海
抜
、
海
岸
か
ら
の
距
離
、
河

川
か
ら
の
距
離
、
避
難
経
路
・
場

所
の
指
定
等

⑵
学
校
施
設
の
状
況

　

校
舎
の
高
さ
、
屋
上
・
最
上
階

の
収
容
可
能
人
数
等

⑶
防
災
組
織
の
見
直
し

　

校
長
、
教
頭
、
担
任
の
不
在
時

や
夜
間
・
休
日
の
連
絡
体
制
等

⑷
対
応
行
動

　

避
難
方
法
、
避
難
訓
練
、
家
庭

や
関
係
機
関
と
の
連
携
等

※

土
木
未
来
（
と
き
め
き
）
教
室
の
お
問
い
合
わ
せ

（
国
東
土
木
事
務
所
／
木
下
・
森
迫　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７
８
ー
72―

１
３
２
１
）

　

国
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
／
藤
原　
　
　

☎
０
９
７
８
ー
68―

１
９
７
６

※

土
木
未
来
（
と
き
め
き
）
教
室
の
お
問
い
合
わ
せ

（
国
東
土
木
事
務
所
／
木
下
・
森
迫　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７
８
ー
72―

１
３
２
１
）

　

国
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
／
藤
原　
　
　

☎
０
９
７
８
ー
68―

１
９
７
６

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を

「
〝
教
育
の
里
づ
く
り
〞
の
集
い
」を
開
催

○
ふ
る
さ
と
祭
り
と
重
な
っ
て
出
席
で
き

な
か
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
で
き
る
限

り
重
な
ら
な
い
日
時
の
設
定
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
に
は
、
今
後
の
子
育
て
・

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
主
体
的
に
捉
え
、

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
も
、
開
催
時
期
・
広
報
の

仕
方
等
を
考
慮
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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〜
第
５
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

　

「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」
応
募
作
品
〜

口
べ
た
の
話
に

誠
実
が
見
え

ひ
ま
わ
り
の
よ
う
な

笑
顔
が
大
好
き
だ

国
東
町　
　

田　

川　

昭　

𠮷

武
蔵
町　
　

中　

島　

な
つ
み

お
知
ら
せ

☆
同
和
問
題
学
習
会

　
（
隣
保
館
）

　

日
時　

12
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ

　

国
東
市
隣
保
館

　

☎
０
９
７
８―

68―

１
７
２
２

　

部
落
の
歴
史
を
学
習
す
る
時
、
エ

タ
（
か
わ
た
）
と
呼
ば
れ
た
身
分
の

人
た
ち
の
中
に
は
、
牛
や
馬
の
皮
を

は
い
で
皮
革
を
生
産
す
る
職
業
に
従

事
す
る
者
が
い
た―

―

と
教
わ
っ
た

り
す
る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
教
わ
る
と
、
彼
等
は

「
牛
馬
を
殺
し
た
あ
と
皮
を
は
ぐ
」

と
い
う
間
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
東
京

大
学
名
誉
教
授
の
故
石
井
良
助
氏
に

よ
る
と
、
江
戸
時
代
の
後
半
以
降
で

は
斃た

お

れ
牛
馬
（
死
ん
で
し
ま
っ
た
牛

や
馬
）
を
解
体
し
て
い
た
の
は
エ
タ

身
分
の
者
に
支
配
さ
れ
て
い
た
ヒ
ニ

ン
と
呼
ば
れ
て
い
た
人
た
ち
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
当
時
、
多
く
の
農
家

で
は
農
耕
用
の
牛
馬
は
必
要
不
可
欠

で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
牛
馬
が
死

ぬ
と
い
う
こ
と
は
日
常
茶
飯
の
事
で

あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
処
理
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

斃
れ
牛
馬
の
処
分
の
手
順
は
、
①

飼
い
主
が
、
そ
の
場
所
を
担
当
す
る

エ
タ
身
分
の
者
に
牛
馬
が
死
ん
だ
こ

知
っ
て
る
つ
も
り
の
江
戸
の
身
分
社
会

と
を
知
ら
せ
る
。
②
連
絡
を
受
け
た

エ
タ
身
分
の
者
は
、
ヒ
ニ
ン
身
分
の

者
を
現
地
に
派
遣
し
解
体
さ
せ
る
。

③
エ
タ
身
分
の
者
は
解
体
、
分
別
し

た
各
部
位
を
ヒ
ニ
ン
身
分
の
者
か
ら

受
け
取
り
、
加
工
し
た
の
ち
現
金
化

ま
た
は
、
年
貢
と
し
て
納
入
す
る
。

―
―

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
牛
は

特
に
、
使
え
な
い
の
は
「
鳴
き
声
だ

け
」―
―

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
人
間
の

利
用
す
る
箇
所
が
豊
富
で
あ
り
、
ま

た
商
品
価
値
の
高
い
「
経
済
動
物
」

で
す
。
で
は
、
こ
の
よ
う
に
商
品
価

値
の
高
い
牛
馬
の
持
ち
主
が
自
分
で

処
理
す
れ
ば
自
分
の
利
益
と
な
る
わ

け
で
す
が
、
そ
れ
を
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
８
４
１
年
奥
州
白
川
（
現
在
の

福
島
県
白
河
）
で
の
こ
と
。
あ
る
者

が
、
飼
い
牛
が
死
ん
だ
の
で
自
分
で

入い
り

会あ
い

地

 

ち 

（
村
の
共
有
地
）
に
埋
め
て

処
分
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
後
か
ら

エ
タ
身
分
の
者
が
来
て
牛
を
掘
り
返

し
、
皮
を
は
い
で
持
ち
帰
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
、
領

主
阿
部
能

 

の 

登

 

と 

守か
み

の
家
来
が
町
奉
行
に

こ
の
取
り
扱
い
は
適
当
で
あ
る
の
か

を
問
い
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、

弾だ
ん

左

 

ざ 

衛

 

え 

門も
ん

（
長ち

ょ
う

吏

 

り 

頭が
し
ら

：
現
在
の
一
都

六
県
お
よ
び
周
辺
地
域
の
被
差
別
身

分
の
長
）
は
町
奉
行
の
か
ら
問
い
合

わ
せ
に
対
し
、
「
死
ん
だ
牛
馬
の
処

理
は
、
昔
か
ら
私
の
配
下
の
者
た
ち

の
仕
事
で
あ
り
、
そ
の
担
当
す
る
場

所
も
決
ま
っ
て
い
る…

…

」
と
い
う

文
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受

け
た
町
奉
行
は
領
主
阿
部
能
登
守
に

対
し
、
「
村
人
が
牛
を
自
分
で
葬
る

の
は
『
心こ

こ
ろ

得

 

え 

違
い
』
で
あ
る
」
と
通

知
し
て
い
ま
す
。

　　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
斃
れ
牛
馬
の
処
理
と
い
う
彼
等

の
職し

ょ
く

分ぶ
ん

は
、
寿
命
や
病
気
で
死
ん
で

し
ま
っ
た
牛
馬
か
ら
有
用
な
物
資
を

加
工
生
産
す
る
行
為
で
、
社
会
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
法
的
に
定
め

ら
れ
た
行
為
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
特
に
皮
革
は
軍
需
物
資
の
材

料
で
あ
る
た
め
幕
府
や
藩
で
統
制
す

る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
を
納
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
た
彼
等
は
半
官
半
民
の
職
業

人
で
あ
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　
　

（
文
責
・
生
涯
学
習
課　

辻
）

『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』皮
は
ぎ
作
業
の
様
子
。

臓
物
を
運
ぶ
人
、皮
を
干
す
人
が
見
え
る
。

《
そ
の
４
》
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11
月
の
国
東
市
は
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
の
季
節
で
す
。

国
東
を
皮
切
り
に
、
一
週
間
ご
と
の
日
曜
日
に
安
岐
、
国

見
、
武
蔵
の
４
会
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、

国
東
と
安
岐
の
ふ
る
さ
と
祭
り
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
餅

ま
き
も
手
渡
し
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
雨
の
降
る
中
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
を
連
れ
て
会
場
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
出
店
さ
れ

た
皆
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、
前
日
か
ら
天
気
が

心
配
で
や
き
も
き
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
お
祭
り

が
開
催
で
き
て
少
し
は
ホ
ッ
と
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
と
い
う
と
お
お
い
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
三
度
目
の
正
直
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
が
、
11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
「
く
に
み
ち
ょ
る

ち
ょ
る
祭
り
」
は
、
す
ば
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
絶
好

の
お
祭
り
日
和
に
な
り
、
ま
か
れ
る
餅
の
紅
白
が
青
空
に

う
れ
し
そ
う
に
舞
い
あ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は

も
う
ひ
と
つ
国
東
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
過
去
最
多
と
な
る

４
、１
６
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
全
国
各
地
か
ら
集
め
、
第

22
回
の
「
と
み
く
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
国
見
町
に
住
む
全
員
の
方
が
走
る
よ
う

な
大
会
に
な
る
訳
で
す
か
ら
お
ど
ろ
き
で
す
。

　

あ
と
は
、
20
日
の
「
む
さ
し
お
い
で
祭
り
」
が
控
え
て

い
ま
す
。
き
っ
と
大
勢
の
人
で
賑
わ
う
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
の
関
係
者
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
東
市
長　

三
河　

明
史

11月
16日
No.7

市
長
室
か
ら

市
長
室
か
ら

市
長
室
か
ら

市
長
室
か
ら

市
長
室
か
ら

市
長
室
か
ら

市
長
室
か
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「女性に対する暴力をなくす運動」啓発キャンペーン

平成23年度
国東女性塾“女性リーダー育成とネットワークづくり”を開催しました

　内閣府指定の「女性に対する暴力をなくす運動」（11月12日～25日）として、1１月６日（日）
午前11時から安岐町ふるさと祭り会場で啓発キャンペ－ンを実施しました。国東警察署員と
国東市男女共同参画推進委員、人権・同和対策課職員が相談窓口を掲載したカード等を配り、
啓発活動を行いました。

第１回　７月６日（水）・参加者 33人
　ＮＰＯ法人キャリア・ライフ・コミュニティー21理事長の藤田博文さんを講
師に招き、「女性リーダーとしての資質を発揮して、地域の課題を探る」という
テーマで国東女性塾を開催しました。藤田さんが県内他市の女性リーダーが活躍
している事例を紹介し、国東市の特色や地域テーマの発掘、女性の社会起業、国
東女性塾の活動について提案しました。

第２回　９月 1日（木）・参加者 17人
　前回に続き、藤田さんを招いて開催しました。参加者は「観光」「環境」「協
育」の３つのテーマで「５年後の国東市」を思い描き、将来像と課題について意
見を出し合いました。国東女性塾の活動アイディアとしては、「女性の視点を活
かし、意見を発表できる場づくり」と考えました。来年に、この話し合いの成果
を発表する機会を設けたいと思っています。

第３回　10月 21日（金）・参加者 30人
　産業カウンセラーの中山泰子さんを招き、女性リーダーとして、また日常生
活にも役立つ心理学について講演していただきました。まず「私ってどんな人？」という30項目の質問
で自己診断を行い、自分を客観的に見た後、グループの他の人が自分をどのように見ているか教えても
らいました。次に「プチ自慢」をして、会話力を高めたり、話の内容を絵に書き、聴く力をチェックし
たりしました。最後に参加者から「なにかに挑戦する時、背中を押してくれるような言葉はないです
か」という質問があり、「自分から声に出して、言おう」「身近な人が応援してくれると心強い」など
他の参加者から意見をいただきました。

藤田講師

中山講師

申し込み
問い合わせ

国東市人権・同和対策課　男女共同参画班
(☎0978－72－0354　FAX 0978-72-0357　Eメール　jinken-dowa@city.kunisaki. lg.jp



図書館

だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
開館時間 午前10時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

は休館日。
28日（水）は資料整理のため休館です。
新年は１月４日（水）から開館です。

図書館カレンダー 月12

問い合わせ

国見図書館　　  ☎0978-82-1585
くにさき図書館  ☎0978-72-3500
武蔵図書館　　  ☎0978-69-0946
安岐図書館　　  ☎0978-67-3551

国見図書館
おはなしひろば
　９日（金）　午前９時30分～　熊毛幼稚園・保育所
１０日（土）　午前９時30分～　国見図書館
１６日（金）　午前９時30分～　竹田津幼稚園・保育所

くにさき図書館
おはなし会
１１日（日）　午前10時30分～
クリスマス会　
２３日（金）　午後２時～

武蔵図書館
おはなしのへや
　１４日（水）　午後３時30分～
　１７日（土）　午後３時～
１月７日（土）　午前10時30分～

移動図書館　吉広地区
１５日（木）　午後１時30分～２時

安岐図書館
クリスマス会
１０日（土）　午前10時30分～

図書館行事のご案内

新 着 図 書 の ご案 内
国国 見見 図図 書書 館館

　昭和の大スター、長谷川一夫や榎本健一、ミヤコ蝶々など子役
だった著者だから書けた交友録。
　子役だからかわいがられたという訳でもなく、ある人は「その
へんの机や板の間や畳と同じようなもの」と素っ気なく接したそ
う。一方で、弟子には厳しかった三遊亭圓生は、優しい言葉やお
茶目な一面も見せてくれたという。
　スクリーンやテレビに映らない、巨星たちの人柄が伝わる一冊
です。

『蝶々にエノケン』　中山 千夏（著）

ささににくく きき 図図 書書 館館

　どんな人にもやってくる老後。年をとる事が不安になる年齢は
人それぞれ違うと思いますが、93歳になられた吉沢久子さんの著
書「前向き」には、認知症にならないためにはまず、料理と書か
れています。自分を甘やかさず、気を抜かず、年をとるのが怖く
なくなる「前向き」。
　この本には、昔から日々の暮らしの中で培われてきた伝統的な
文化や技、知恵を、現代の生活の中で活かす暮らしの楽しみが提
案されています。年を重ねても心豊かに充実した生活をおくって
いる吉沢さんの生き方を参考にしたくなる本です。

『前向き』　吉沢 久子（著）

武武 蔵蔵 図図 書書 館館

　「サバイバルシリーズ」に続く学習マンガ。かがくるＢＯＯＫ
実験対決シリーズ第５弾！
　今回、全国大会出場をかけた実験対決のテーマは『電気』。学
校勝ち抜き戦は、学校ごとに実験のテーマを決めて戦う。電気を
起こし電球を点滅させモールス信号をおくったり、電気で小さい
カミナリを発生させたり、磁石を使った実験など、マンガで書か
れているので分かりやすく面白い。物語を読むうちに知識もつい
てくるし、理科が好きになること間違いなし。シリーズが揃って
います。ぜひ、ご覧ください。

かがくるＢＯＯＫ
『実験対決　５　電気の対決』　ゴムドリＣＯ．（文）

安安 岐岐 図図 書書 館館

　クリスマスイブの日、散歩の途中でうさぎ達が引っ越しをした
ことを思い出したファーディ。今夜、サンタクロースが道に迷っ
てしまうかも？　うさぎ達はクリスマスのプレゼントを貰えない
かもしれない！　大変、そんなの寂しい！！　そして、ファー
ディはとても良いことを思いつきます。リスやねずみや森の動物
達も手伝って…さ～てファーディは一体何を思いついたのでしょ
うか？？
　クリスマスの前の日は大人も子どももとってもわくわくドキド
キしちゃいますよね♪　今年も寒い季節がやって来ますが、みな
さん風邪などひかない様に気をつけてくださいね。
心がほっこり温かく、にっこり笑顔になれるお話です。イブの日
にぜひお子様と一緒に読んで頂きたい１冊です。

『ファーディのクリスマス』　ジュリア・ローリンソン（作）

17 2011.12
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日
　
時　

12
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　

※

雨
天
決
行

場
　
所　

国
東
町
小
原

　
　
　
　

黒
津
崎
駐
車
場

内
　
容　

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

で
、
農
産
物
、
海
産
物
、
加
工

品
等
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
国

東
の
特
産
品
の
当
た
る
抽
選
会

も
あ
り
ま
す
。

問　

国
東
町
商
工
会
青
年
部

☎
０
９
７
８―
72―
２
０
０
０

日
　
時　

12
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　

売
切
れ
次
第
終
了

場
　
所　

里
の
駅
む
さ
し

内
　
容　

国
東
の
新
鮮
な
魚
介

類
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

問　

里
の
駅
む
さ
し

☎
０
９
７
８―

69―

０
０
５
６

日
　
時　

12
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
11
時
30
分
〜

場
　
所　

武
蔵
町
内
田

　
　
　
　

白
石
神
社（
龍
神
様
）

内
　
容　

竹
あ
か
り
で
龍
神
様

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
甘

酒
の
お
接
待
も
あ
り
ま
す
。

問　

龍
神
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
（
代
表　

有
次
）

☎
０
９
０―

８
８
３
５―

２
５
３
３

日
　
時

　

平
成
24
年
１
月
２
日
（
月
）

　

午
前
11
時
〜
正
午

場
　
所　

富
来
小
学
校
体
育
館

対
象
者

　

昭
和
49
年
度　

在
校
生

　
（
昭
和
37
年
４
月

　
　

〜
43
年
３
月
生
ま
れ
の
方
）

　

昭
和
49
年
度　

在
職
教
職
員

内
　
容　

来
年
度
、
３
校
（
来

浦
小
・
富
来
小
・
大
恩
小
）
が

統
合
し
、
新
し
い
富
来
小
学
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の
を
機

会
に
、
百
周
年
記
念
碑
の
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
ま
す
。

問　

富
来
小
学
校

☎
０
９
７
８―

74―
０
０
０
４

　

小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」

の
帰
還
カ
プ
セ
ル
が
大
分
に

や
っ
て
き
ま
す
。

日
　
時　

12
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
20
日
（
火
）

場
　
所

　

別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

　

２
Ｆ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
他

入
場
料

　

大　

人　
　
　
　

３
０
０
円

　

こ
ど
も（
小
・
中
・
高
校
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

※

は
や
ぶ
さ
帰
還
カ
プ
セ
ル
展

の
み
有
料
。
そ
の
他
同
時
開

催
イ
ベ
ン
ト
は
無
料
。

内
　
容　

「
は
や
ぶ
さ
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
講
演

会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

問　

別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

☎
０
９
７
７―

26―

７
１
１
１

○
燃
え
る
ご
み

　

年
末
は
12
月
30
日（
金
）ま
で

収
集
し
ま
す
。

　

12
月
31
日（
土
）〜
１
月
３
日

（
火
）は
収
集
を
し
ま
せ
ん
。

○
燃
え
な
い
ご
み

　

年
末
は
通
常
通
り
収
集
し
ま

す
。

　

年
始
（
１
月
１
日
（
日
）
〜
３

日（
火
））は
収
集
を
し
ま
せ
ん
。

　

１
月
２
日（
月
）の
収
集
地
区

は
１
月
４
日（
水
）に
、
１
月
３

日（
火
）の
収
集
地
区
は
１
月
９

日（
月
）に
収
集
し
ま
す
。

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご

み
の
直
接
搬
入

　

年
末
は
12
月
28
日（
水
）ま
で

搬
入
で
き
ま
す
。

　

12
月
29
日（
木
）〜
１
月
３
日

（
火
）は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

問　

環
境
衛
生
課

☎
０
９
７
８―

72―

９
０
０
１

　

国
東
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
８―

74―

０
９
２
１

　

来
年
２
月
１
日
は
平
成
24
年

経
済
セ
ン
サ
ス―

活
動
調
査
の

日
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
地
域
開
発
や

都
市
計
画
に
必
要
な
基
礎
資
料

と
な
り
、
全
国
の
事
業
所
や
企

業
の
全
て
を
対
象
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
１
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
調
査
票
を
も
っ
て
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問　

企
画
課　

企
画
班

☎
０
９
７
８―

72―

５
１
６
１

開
運
！
く
に
さ
き
Ｋ
ト
ラ
市

開
運
！
く
に
さ
き
Ｋ
ト
ラ
市

龍
神
年
越
し
竹
あ
か
り

龍
神
年
越
し
竹
あ
か
り

大
分
県
漁
協
武
蔵
支
店

漁
師
の
朝
市

大
分
県
漁
協
武
蔵
支
店

漁
師
の
朝
市

は
や
ぶ
さ
帰
還
カ
プ
セ
ル
展

『
７
年
間
の
宇
宙
の
旅
』

は
や
ぶ
さ
帰
還
カ
プ
セ
ル
展

『
７
年
間
の
宇
宙
の
旅
』

年
末
年
始
の
ご
み
の

収
集
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ご
み
の

収
集
に
つ
い
て

「
平
成
24
年
度

経
済
セ
ン
サ
ス
│
活
動
調
査
」

を
実
施
し
ま
す

「
平
成
24
年
度

経
済
セ
ン
サ
ス
│
活
動
調
査
」

を
実
施
し
ま
す

富
来
小
学
校
百
周
年
記
念
碑

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を

開
け
る
会

富
来
小
学
校
百
周
年
記
念
碑

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を

開
け
る
会



12

日
　
時　

１
月
７
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
11
時
〜

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

場
　
所　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ル
Ｄ
７

対
　
象　

平
成
25
年
３
月
卒
業

予
定
の
大
学
生
（
大
学
１
、
２

年
生
等
の
参
加
も
可
）

問　

大
分
県
雇
用･

人
材
育
成
課

☎
０
９
７―

５
０
６―

３
３
４
３

　

平
成
23
年
10
月
20
日
か
ら
、

大
分
県
最
低
賃
金
が
１
時
間
６

４
７
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
事
業
所
で
働
く
人
（
臨

時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
支
払
う

賃
金
は
、
最
低
賃
金
を
下
回
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

一
部
の
業
種
に
は
別
に
定
め
る

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

問　

大
分
労
働
局

　
　

労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
７―

５
３
６―

３
２
１
５

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル

国
地
域
の
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、

平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国

籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

請
求
受
付
期
限

　

平
成
24
年
３
月
31
日

手
続
き

　

請
求
期
間
内
に
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
書
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
至
急
、

当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

問
　
（
独
）平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金　

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

☎
０
５
７
０―

０
５
９―

２
０
４

☎
０
３―

５
８
６
０―

２
７
４
８

　
　
　
（
Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

日
　
時　

12
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所

　

大
分
県
看
護
研
修
会
館

　

大
研
修
室

　
（
大
分
市
豊
饒
３
１
０―

４
）

対
　
象

　

中
・
高
校
生
、
一
般
の
方

内
　
容　

看
護
の
仕
事
紹
介
、

学
校
紹
介
、
個
別
相
談

問　

大
分
県
看
護
協
会
内

　
　

大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

 　

市
で
は
、
市
政
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
に
対
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
等
を
Ｅ
メ
ー
ル
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

必
要
事
項
（
メ
ー
ル
に
記
入
）

　

回
答
希
望
の
有
無
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号

※
回
答
を
希
望
さ
れ
て
も
内
容

に
よ
っ
て
は
、
回
答
で
き
か

ね
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

in
fo
@
city.ku

n
isaki.lg.jp

問　

秘
書
広
報
課

☎
０
９
７
８―

72―

１
１
１
１

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
eb
.city.ku

n
isaki.

o
ita.jp

　

安
心
し
た
老
後
の
生
活
を
送

る
た
め
に
、
農
業
者
年
金
に
加

入
し
ま
せ
ん
か
？

　

農
業
者
年
金
は
自
分
が
積
み

立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益

で
年
金
額
が
決
ま
る
年
金
で
す
。

◎
加
入
で
き
る
方
は

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
あ
る
。

・
国
民
年
金
の
加
入
者

　

 ・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る

◎
毎
月
の
保
険
料
の
額
は

・ ・
要
件
を
満
た
す
農
業
の
担
い

手
と
な
る
方
に
は
、
国
か
ら

保
険
料
補
助
が
あ
り
ま
す
。

◎
税
制
上
の
優
遇
処
置
が
あ
り

ま
す

 

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。　

◎
終
身
年
金
の
う
え
80
歳
ま
で

は
保
証
付
き

 

65
歳
か
ら
生
涯
受
給
で
き
ま

す
。
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場

合
は
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ

る
は
ず
だ
っ
た
老
齢
年
金
が
死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

問　

国
東
市
農
業
委
員
会

☎
０
９
７
８―

72―

１
１
１
１

募
集
学
科
と
定
員

本　

科
（
中
卒
者
）

普
通
科

　

重
複
障
が
い
学
級　
　

３
人

　

単
一
障
が
い
学
級　
　

８
人

専
攻
科
（
高
卒
以
上
）

　

保
健
理
療
科　
　
　
　

８
人

　

理　

療　

科　
　
　
　

８
人

出
願
期
間　

２
月
13
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
17
日（
金
）

前
期
願
書
配
布

　
　
　
　
　

12
月
12
日（
月
）

　
　
　
　

〜
２
月
10
日（
金
）

面
接
・
適
性
検
査

　
　
　
　
　

２
月
28
日（
火
）

学
力
検
査　

３
月
６
日（
火
）

※

視
覚
障
が
い
に
関
す
る
教
育

相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

大
分
県
立
盲
学
校
教
務
係

 

看
護
系
大
学
・
看
護
専
門

学
校
へ
の
進
路
相
談
会

看
護
系
大
学
・
看
護
専
門

学
校
へ
の
進
路
相
談
会

平
成
24
年
度

大
分
県
立
盲
学
校

高
等
部
生
徒
募
集

平
成
24
年
度

大
分
県
立
盲
学
校

高
等
部
生
徒
募
集

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

「
農
業
者
年
金
」加
入
者
募
集
!!

「
農
業
者
年
金
」加
入
者
募
集
!!

大
学
生
等
向
け

大
分
県
内
企
業
に
よ
る

合
同
企
業
説
明
会
in
東
京

大
学
生
等
向
け

大
分
県
内
企
業
に
よ
る

合
同
企
業
説
明
会
in
東
京

市
へ
の
Ｅ
メ
ー
ル
で
の

お
問
い
合
わ
せ
は



20

応
募
方
法

　

往
復
は
が
き
に
、今
年（
平
成

24
年
）
の
決
意
の
一
文
字
を
毛

筆
で
書
い
て
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。返
信
に
は
自
分
の
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

部
　
門

　

小
中
学
生
の
部
（
学
校
名
と

学
年
を
記
入
）、高
校
大
学
の
部

（
学
校
名
と
学
年
を
記
入
）、
一

般
の
部

募
集
期
間

　

１
月
１
日（
日
）

　
　

〜
31
日（
火
）（
消
印
有
効
）

申
・
問

　

〒
８
７
３―

０
４
０
５

　

国
東
市
武
蔵
町
麻
田
４
１
９―

１

　
　
　

岩　

光　
　

侃　

方

　

全
国
夢
一
文
字

　
　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

☎
０
９
７
８―

64―

６
１
０
２

日
　
時　

１
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
）

場
　
所　

武
蔵
中
央
公
民
館　

　
　
　
　

（
武
蔵
東
小
学
校
）

参
加
資
格

　

国
東
半
島
の
小
中
学
生

申
込
期
限　

12
月
20
日
（
火
）

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
学
校

ま
た
は
下
記
宛
に
提
出

※

竹
田
津
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

申
・
問　

野
田
書
店
内　

国
東

半
島
書
き
初
め
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局

☎
０
９
７
８―

68―

０
０
３
２

問　

武
蔵
町
麻
田　

岩
光　

侃

☎
０
９
７
８―

64―

６
１
０
２

募
集
期
間　

12
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
１
月
10
日
（
火
）

試
験
日　
　

１
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

※

応
募
書
式
等
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
県
庁
人

事
課
や
各
振
興
局
等
で
も
配

布
し
ま
す
。

問　

大
分
県
人
事
課

☎
０
９
７―

５
０
６―

２
３
１
１

募
集
期
間　

12
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
１
月
10
日
（
火
）

試
験
日　
　

１
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

※

応
募
書
式
等
は
県
教
育
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
県
教
育
庁
教
育
人
事
課

や
各
教
育
事
務
所
で
も
配
布

し
ま
す
。

問　

大
分
県
教
育
庁
教
育
人
事
課

☎
０
９
７―

５
０
６―

５
４
３
９

講
習
の
種
別
及
び
講
習
日

第
１
種
消
防
設
備
点
検
資
格
者

　

１
月
1１
日（
水
）〜
1３
日（
金
）

第
２
種
消
防
設
備
点
検
資
格
者

　

１
月
18
日（
水
）〜
20
日（
金
）

場 

所

　

新
日
鐵
明
野
研
修
セ
ン
タ
ー

　

攻
玉
寮

受
付
期
限　

12
月
27
日
（
火
）

申
・
問

　

㈶
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７―

５
３
７―

３
１
２
５

　

布
団
な
ど
の
訪
問
販
売
、

電
話
勧
誘
販
売
、
多
重
債
務
、

未
公
開
株
、
賃
貸
住
宅
ト
ラ
ブ

ル
、
海
外
宝
く
じ
な
ど
で
お
困

り
の
場
合
、
早
め
に
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

☎
０
９
７
８―

72―

５
１
６
８

　

大
分
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７―

５
３
４―

０
９
９
９

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
で
は
、

年
末
年
始
に
向
け
、
住
居
や
生

活
面
で
お
困
り
の
求
職
者
の
方

に
、
職
業
相
談
は
も
と
よ
り
、

「
住
ま
い
・
生
活
」
に
関
す
る

相
談
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
各
種

制
度
の
周
知
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

内
　
容
　

・
職
業
相
談
、
職
業
紹
介

・
職
業
訓
練
中
の
生
活
資
金
給

こ
と
し
の
夢
・
目
標
を
一
文
字
で
！

第
４
回
全
国
夢
一
文
字
コ
ン
テ
ス
ト

こ
と
し
の
夢
・
目
標
を
一
文
字
で
！

第
４
回
全
国
夢
一
文
字
コ
ン
テ
ス
ト

第
６
回
国
東
半
島
書
き
初
め

大
会
参
加
者
募
集
！

第
６
回
国
東
半
島
書
き
初
め

大
会
参
加
者
募
集
！

大
分
県　

臨
時
職
員
採
用

候
補
者
名
簿
登
録
試
験

大
分
県　

臨
時
職
員
採
用

候
補
者
名
簿
登
録
試
験

大
分
県
教
育
委
員
会

臨
時
事
務
員
・
非
常
勤
職
員

採
用
候
補
者
名
簿
登
録
試
験

大
分
県
教
育
委
員
会

臨
時
事
務
員
・
非
常
勤
職
員

採
用
候
補
者
名
簿
登
録
試
験

「
就
職
・
住
居
・
生
活
支
援

相
談
」を
実
施
し
て
い
ま
す
！

「
就
職
・
住
居
・
生
活
支
援

相
談
」を
実
施
し
て
い
ま
す
！

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

消
費
生
活
相
談
窓
口

消
費
生
活
相
談
窓
口

借金問題に関するご相談承っております。
借金問題に特化した司法書士事務所です。一般的な債務整理手続（任意整理・
過払い金請求・自己破産・個人再生）のみならず、幅広くご相談に応じてい
ます。お時間をかけてご相談者様が納得する最大限の解決策をご提案いた
しますので、今まで一人で悩んでいたことを二人で解決してみませんか？

住所／豊後高田市新町2825番地４
　　　ピュアタウン２階Ａ号室
目印／豊和銀行高田支店 真向かい

大分県北『豊の国』司法事務所
司法書士　鹿末　敬　（簡裁訴訟代理認定番号　第801254号）

TEL/0978-22-3631
借金問題のご相談については、相談料をいただいておりませんので、お気軽にご相談ください。

※御身内に知られたくない方は、最大限配慮致します。
※債務整理に関しましては、司法書士費用の分割払いのご相談に応じます。
※過去に消費者金融・クレジットカード会社（キャッシング枠）とお取引が
　あった方（完済された方）も、払い過ぎた利息分（過払い金）を取り戻せる
　可能性がございますので、お気軽にご相談ください。

〔広告〕

付
の
相
談

・
求
職
中
の
方
が
利
用
で
き
る

公
営
住
宅
等
の
情
報
提
供

・
住
宅
手
当
、
生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
、
生
活
保
護
の
相

談
な
ど

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
０
９
７
７―

23―

８
６
０
９

日
　
時　

１
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所

　

国
見
町　

み
ん
な
ん
か
ん　

　
　
　
　
　
　
　

第
２
学
習
室

行
政
相
談

行
政
相
談



市
内
で
働
き
ま
せ
ん
か
？
　

従
業
員
を
募
集
中
で
す

市
内
で
働
き
ま
せ
ん
か
？
　

従
業
員
を
募
集
中
で
す

12

　

安
岐
町　

安
岐
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　

２
０
２
会
議
室

問　

大
分
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
７―
５
３
２―

３
７
１
５

　
　

総
務
課
総
務
班

☎
０
９
７
８―

72―
１
１
１
１

日

　時　

12
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場

　所　

大
分
県
行
政
書
士
会

　

大
分
市
城
崎
町
１―

２―

３

　

大
分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
階

相
談
内
容

　

遺
言
・
遺
産
相
続
・
不
動
産

関
連
・
そ
の
他

問　

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７―

５
３
７―

７
０
８
９

◆
ア
キ
モ
ト
歯
科
（
歯
科
衛
生

士
・
歯
科
補
助
）
◆
田
幸
建
設

㈱
（
建
設
作
業
員
）
◆
く
に
さ

き
エ
コ
シ
ス
テ
ム
㈱
（
ご
み
収

集
補
助
）
◆
九
豊
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
㈱
（
測
量
調
査
員
）
◆
㈲

エ
ム
ア
ー
ル
エ
ー
（
作
業
員
）

◆
あ
お
ぞ
ら
病
院
（
医
療
事

務
・
総
務
職
員
）
◆
佐
藤
建
設

㈱
（
土
木
作
業
員
）
◆
郵
便
事

業
㈱
別
府
支
店
（
郵
便
集
配
）

◆
パ
ス
カ
ル
大
分
㈱
大
分
工
場

（
一
般
事
務
）
◆
㈱
テ
ィ
・
エ

フ
・
シ
ー
（
窓
口
受
付
・
法
人

営
業
）
◆
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

ボ
ッ
ク
ス
㈱
（
商
品
加
工
）
◆

国
東
市
葬
斎
組
合
（
火
葬
業

務
）
◆
オ
ー
ル
ラ
イ
フ
有
限
責

任
事
業
組
合
（
漁
業
に
関
す
る

企
画
・
立
案
・
調
整
）
◆
国
東

市
役
所
（
安
岐
保
育
所
）
（
保

育
士
）
◆
国
東
市
役
所
（
く
に

み
苑･

姫
見
苑
）
（
看
護
師
）

◆
ふ
じ
が
き
歯
科
医
院
（
歯
科

衛
生
士
）
◆
パ
ス
カ
ル
大
分
㈱

大
分
工
場
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
・
精
密
機
械
組
立
・
溶

接
・
機
械
加
工
）
◆
国
東
中
央

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
看
護
師
・
介
護

福
祉
士
・
介
護
職
員
・
理
学
療

法
士
・
総
務
事
務
・
看
護
助

手
・
作
業
療
法
士
・
栄
養
士
）

◆
末
綱
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
医
療
事

務
・
看
護
師
・
介
護
職
員
）
◆

メ
デ
ィ
ケ
ア
亀
寿
苑
（
看
護

師
・
医
療
事
務
）
◆
向
陽
グ

リ
ー
ン
フ
ー
ズ
㈱
（
農
場
管
理

者
）
◆
㈱
サ
ン
ク
ロ
ー
バ
国
見

工
場
（
肌
着
製
造
）
◆
㈱

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
エ
ー
ス

（
販
売
）
◆
安
岐
の
郷
（
調
理

員
）
◆
む
さ
し
整
形
外
科
医
院

（
作
業
療
法
士
）
◆
㈱
エ
ム
ケ

イ
企
画
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
店
長
候
補
）
◆
㈱
京
製

メ
ッ
ク
（
現
場
事
務
員
）
◆
く

に
さ
き
の
郷
（
介
護
職
）
◆
㈲

国
東
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
介

護
職
員
）
◆
福
永
胃
腸
科
外
科

医
院
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
職

員
）
◆
山
口
水
道
工
業
㈱
（
水

道
配
管
工
）
◆
㈱
ミ
ナ
ミ
ダ

（
梱
包
作
業
）
◆
ソ
ニ
ー
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ
㈱
大
分
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
事
務
職

大
分
県
行
政
書
士
会

無
料
相
談
会

大
分
県
行
政
書
士
会

無
料
相
談
会

【
障
】
）
◆
タ
カ
ラ
工
業
㈱

（
土
木
作
業
員
）

在
の
国
東
市
関
係
の
一
部
で
す
。

他
に
も
多
く
の
求
人
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
直
接

相
談
室
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

別
府
公
共
職
業
安
定
所

国
東
地
域
職
業
相
談
室

☎
０
９
７
８―

72―

０
９
５
２

国東ケーブル回覧板（国東市データ放送）
　デジタルチャンネル（11ｃｈ）でデジタルテレビ、チューナーのリ
モコン「

　
ボタン」を押すと暮らしに役立つ便利な情報が、24時間、

365日見る事が出来ます。ぜひ、ご活用ください。

【掲載情報】
●市からのお知らせ　●祭りイベント情報　●暮らしの便利帳（災害避
難場所・ゴミ収集日等）　●日曜休日当番医　●コミュニティバス時刻
表　●お悔やみ・お誕生情報　●市民投稿掲示板　●くにさき農業情報
●ケーブルテレビからのお知らせ
など、暮らしに役立つ情報満載です！！

ｄ



10
月

11
月

安岐町中園

安岐町塩屋

国東町浜　

国東町北江

安岐町大添

国東町横手

国見町赤根

国東町安国寺

国東町東堅来

安岐町中園

国見町大熊毛

国見町野田

国見町小熊毛

国東町安国寺

安岐町明治

国東町鶴川

国東町富来

武蔵町吉広

武蔵町糸原

安岐町中園

国見町　来

国東町見地

国東町大恩寺

武蔵町糸原

安岐町山口

国東町横手

国東町浜

国東町東堅来

国東町鶴川

国見町野田

国東町東堅来

国見町　来

国東町安国寺

安岐町瀬戸田

国見町伊美

安岐町下山口

（９８）

（６８）

（５９）

（８８）

（９９）

（９１）

（８５）

（１９）

（５２）

（９３）

（８２）

（７８）

（７７）

（７６）

（８８）

（８２）

（７７）

（７６）

（８６）

（９７）

（７９）

（６９）

（７５）

（６８）

（９１）

（８８）

（８１）

（８９）

（８６）

（７９）

（９９）

（８９）

（６２）

（９０）

（９５）

（６６）

１０月21日～１１月20日までの届出分

22日

　

23日

25日

29日

30日

 

31日

　

１日

２日 

　

３日 

４日

５日

７日 

８日

10日

11日

  

 

13日

14日

 

 

15日 

17日

 

19日

20日

德部　　モト

井門　　良二

宮園　　正澄

長井　　冨士子

阿部　　タケ子

板林　　政德

安藤　　淑子

井上　　英人

　都宮　真由美

松𠩤　　シメカ

小庄　　カズ子

小野　　敏則

秋元　　重信

福本　　道代

河野　　英臣

中園　　玉江

茅嶋　　弘己

長吉　　杉香

　𠩤　　フサコ

松𠩤　　秀夫

桐畑　　利夫

冨　　　孝雄

石川　　正士

稙田　　勝利

藤原　　千鶴子

尾立　　厚士

山本　　光

　嶋　　虎男

大城　　君子

末綱　　紀子

晴氣　　光根

石甲斐　亮

大平　　直一

安部　　キクヱ

野田　　スヱ子

日置　　節生

11
月

※休日当番医は変更になることがありますので、
電話でご確認のうえ受診してください。
　国東市民病院（安岐町下原☎67－1211）・
あおぞら病院（国東町小原☎72－0455）は救急
指定病院です。

12・１ 12・１

12月11日

12月18日

12月23日

12月25日

1月1日

1月2日

1月3日

福永胃腸科外科医院

牛嶋内科胃腸科クリニック

堀田医院

たてわき眼科

国東中央クリニック

メープル尽クリニック

富来Ｋ.クリニック

あさひクリニック

ふくだクリニック

朝倉内科医院

はるかぜ醫院

松原医院

国見病院

むさし整形外科医院

国東町鶴川

武蔵町古市

国見町伊美

武蔵町糸原

国東町北江

安岐町下原

国東町富来浦

国東町綱井

国東町田深

安岐町中園

国見町大熊毛

武蔵町古市

国見町伊美

武蔵町古市

72-3001

69-0889

82-0490

69-0111

73-2200

67-2800

73-3010

72-0365

72-0168

67-2012

89-9414

68-0010

82-1251

69-0171

12月11日

12月18日

12月23日

12月25日

12月29日

12月30日

12月31日

1月1日

1月2日

1月3日

岸本歯科診療所

栗林歯科医院

ざいぜん歯科医院

岐部歯科医院

矢野歯科医院

アキモト歯科医院

清末歯科医院

さいとう歯科医院

福永歯科医院

わかば歯科医院

国東町鶴川

国東町鶴川

国東町小原

国見町伊美

安岐町瀬戸田

安岐町西本

国東町富来浦

安岐町塩屋

国東町鶴川

国東町鶴川

72-0206

72-0038

72-1042

82-0078

67-0499

67-2677

74-0102

67-2980

72-2838

72-2959



１、２、３階 35,000
４、５階 30,000

国東市営（公営）住宅の
入居者を募集します
国東市営（公営）住宅の
入居者を募集します

３ＤＫ

３ＤＫ

４Ｋ

■入居者資格
（１）現に同居し、又は同居しようとする親族があること
　　（高齢者・障がい者等は１人でも入居可）
（２）現に住宅に困窮していることが明らかであること
（３）県民税または市町村民税、公営住宅使用料等を

滞納していないこと
（４）条例で定める基準の収入であること
（５）入居者及び同居者が暴力団員ではないこと

　■申込手続
　入居を希望される方は、印鑑持参の上、住民票、所
得額証明書及び納税証明書などの必要書類を揃え
て、12月19日（月）までに国東市役所建築住宅課又は
各総合支所地域建設課へお越しのうえ、お申し込みく
ださい。

　■入居可能日
　
１月１日（日） 県営住宅は２月１日（水）

　※随時募集は除きます

　■その他
　入居資格のある申込者が複数あり､住宅困窮度が
定めがたい場合は、抽選とします。

　
抽選会及び説明会は、12月20日（火）午後１時30

分から国東市役所第２庁舎会議室で行います。
　入居者資格等詳細については、下記までお問い合
わせください。

12

10
月

11
月

10日

14日

18日

20日

27日

28日

31日

２日

４日

８日

10日

12日

国東町小原

武蔵町糸原

国見町岐部

武蔵町糸原

国東町鶴川

安岐町西本

安岐町下原

国見町伊美

武蔵町手野

安岐町塩屋

安岐町瀬戸田

安岐町向陽台

安岐町下原

宗安　　利來

難波　　昂樹

星山　　聖斗

稙田　　明咲

渡邉　　愛花

田端　　真子

松丸　　真大

南浴　みりあ

髙木　　翔央

古庄　　遥希

小俣　　佳月

松岡　　裕佳

吉岡　　　花

（建一・智美）

（淳一・智子）

（一弘・好美）

（陽一・啓子）

（豪士・美穂）

（雅樹・京子）

（英世・裕美）

（功治・知恵美）

（勝章・麻衣）

（訓雅・典子）

（佑輔・恵里）

（貴史・美和子）

（晋・紀子）

（　　）内は保護者の名前／10月21日～11月20日までの届出分

りく

こうき

あいと

めいさ

あいか

まこ

まさと

しょう

はるき

かつき

ひろか

　　はな

国
見
町

国
東
町

武
蔵
町

安
岐
町

（単身者用）

サンコー　
ポラス富来

県営国見

県営吉木

21,700 ～ 32,300

15,800 ～ 23,500

所得制限なし

所得制限あり

所得制限あり

岡団地

八坂団地

夢開団地

平床団地

重藤団地

月山団地

つつじケ丘
団地

武蔵
グリーンヒル

県営月山

川原住宅

かえで住宅

向陽台住宅

1

3

1

1

2

1

2

3

2

1

2

2

C-1 号

1B-1-1 号

2B-1-4 号

2B-2-1 号

B棟

5-3 号

3-2 号

5-3 号

E-3 号

C-3 号

D-1 号

31-1 号

71-1 号
4-2 号

TR-3-102

TR-1-202

412号

213号

223号

A2-1 号

A2-2 号

2LDK

3K

4K

3LDK

4K

4K

3LDK

2DK
 

2LDK

1LDK

2DK

3DK

3LDK

3LDK

21,600～32,100

11,900～17,700

13,800～20,500

12,100～18,000

45,000

15,900～23,600

17,400～25,900

17,600～26,200

17,000～25,300

8,300～12,400
　

19,000～28,300

20,000～29,700

38,000

19,400～28,900

19,100～28,500

20,400～30,400

54,000

56,000



期日
　
平成24年１月15日（日）～３月31日（土）

場所
　
弥生のムラ

　
国東市歴史体験学習館

弥生のムラ企画展弥生のムラ企画展 未来に受け継ぐ

国東の文化遺産展国東の文化遺産展

★記念講演会★「国東塔の成立と信仰の世界」

日時　平成24年２月５日（日）午後１時30分～
　　　(１階映像ホ－ルにて)
講師　渡 辺 文 雄 氏（別府大学文学部教授）

　国東の地に古代・中世を通
して現代にいたるまで、永々
と受け継がれてきた神仏習合
の山岳信仰。国東塔をはじめ
修正鬼会など地域色豊かな文
化遺産を育んできました。こ
れら多くの文化遺産には、国
家安穏、仏法興隆の願いとと
もに人々の極楽往生や五穀豊
穣を願う信仰心が生きづいて
います。
　建立から７００年以上が経過した最古の岩戸寺国東
塔。歴史的な快挙と言える解体修理が平成23年１月に
開始され、９月に無事完了しました。修理に伴う調査
によって塔身内部より発見された鉄製鑿（ノミ）は、
今日なお不明な点の多い国東塔建築の謎を解く鍵とし

て大いに期待されます。
本企画展では、新発見
の鉄製鑿（ノミ）を広
く一般に初公開すると
ともに、国東の文化遺
産を絶やすことなく、
未来に伝える修復作業
の一端を紹介します。

発見された３本の鉄製鑿

修理後の岩戸寺宝塔（国東塔）

６9

12

６9

32，024
15，298
16，726
13，434

（10月31日現在）

納期限１2月26日（月）

１2月の納税
固定資産税（３期）・国民健康保険税（６期）・介護保険料（７期）
長寿医療保険料（後期高齢者医療保険料）（６期）

（－33）
（－23）
（－10）
（－5）

人　口
男
女

世帯数
（　）内は前月比

『第11回 世界に聴く！ みんなんかん講演会』

宮本延春・植木理恵　トークショー
日　時　平成24年１月29日（日）午後２時～
場　所　国見生涯学習センター　みんなんかんホール
入場料　５００円（前売り・当日）※ 小学生以下は無料です

問い合わせ
　
国東市教育委員会

　
国見分室

　　
☎０９７８－８２－１１１５

　
FAX０９７８―８２－０２０５

○チケットは12月12日（月）販売開始予定
※ 定員になり次第、販売を締め切らせていただきます。

チケット販売所　みんなんかん、竹田津・熊毛改善センター、アストくにさき、武蔵・安岐中央公民館

まさはる


